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論 文 の 要 旨 
本論文は、英語作文教育における問題点の解決と、より効果的な指導計画方法の提言を目的としたものであ



































































審 査 の 要 旨 
１ 批評 
 本研究は、日本人 EFL 学習者を対象としたライティングにおいて、その指導効果に関連する３つの要因（ト
ピックの種類、評価者特性、デジタルツールの環境）を特定し、ライティングのプロセスとプロダクトへの影
響を実証的に研究することを目的としている。その中で、本研究が秀でているのは以下の点である。 
 まず第 1 に、その研究手法において、ライティング・プロセスという個人的な行為を、ビデオやコンピュー
タのログ記録ソフトウェアを利用して仔細に観察し、個人特性を客観的な観察データとして記録した点である。
第 2 に、プロダクトについては、学習者のライティングをコーパス化し、異なる 6 つのトピックによる語彙
的な特徴と、全体的評価の関連を客観的に明らかにした点である。3 点目に、経験者と非経験者を含む評価者
の特性を、多相ラッシュモデルを用いて分析し、統計的に比較することで、言語知識･指導経験と評価の問題
を抽出した点である。 
 その反面、本論文にはいくつかの課題も残されており、ここでは次の４点を指摘しておきたい。まず第 1
に、先行研究との違いを明確にしながら、各実証研究のつながりを統合した説明が欠けている。言い換えると、
各実証研究の有機的なつながりが見えるような研究デザインと考察であることが望まれる。第 2 に、今回用い
たライティングの全体的評価基準については、ETS の基準にも言及しながら、そうした基準をより明確にす
る必要があった。つまり、ライティングの「評価」そのものについてのより具体的な分析をすることで、今回
の研究結果がより深まると考えられる。第 3 に、プロセス･ライティング指導の中身をより具体的にモデル化
しないと教育現場への明確な示唆につながりにくい。本研究の教育的示唆では、やや平凡な内容になっている
点が惜しまれる。第 4 に、分析に多相ラッシュモデルを用いているが、等化処理には踏み込んでおらず、研究
成果への関わりが希薄となっているため、この点についてのさらなる検討が求められる。 
 こうした課題は残るものの、長期に渡る実証研究が少ないラィティング研究において、地道なデータ蓄積を
し、日本人学習者のライティング指導とライティング研究への貢献が期待できる考察であり、高く評価できる。 
 
２ 最終試験 
平成 26 年１月１６日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で合
格と判定された。 
 
３ 結論 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。 
